
NETEAGLE 1 

 

《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 
⾦ 物 マスターの横 架 材 端 部 の接 合 タイプに「ボルト接 合 」が追 加 されました。 

木 製 ⽕ 打 の端 部 、⽅ 杖 の端 部 、登 梁 合 掌 下 端 の端 部 など、ボルトだけで緊 結 する⾦ 物 の⼊ ⼒ がで
きるようになりました。 

 

【⼊ ⼒ ⼿ 順 】 

 

１、端 部 ボルト接 合 に使 用 するボルトを登 録 する 
〔補 助 －マスター編 集 〕の「⾦ 物 マスター」の「大 断 面 、小 断 面 －横 架 材 端 部 」で端 部 接 合 ボルト
を登 録 します。 

 
 
 

２、物 件 で使 用 する大 断 面 工 法 、小 断 面 工 法 の仕 様 名 を選 択 する 
〔初 期 仕 様 －物 件 設 定 〕の「物 件 概 要 －大 断 面 工 法 、小 断 面 工 法 」で、仕 様 を選 択 します。 
「⾦ 物 マスター」の「大 断 面 、小 断 面 」で設 定 した仕 様 が選 択 できます。 

 
 
 

３、加 工 位 置 に端 部 接 合 ボルトを配 置 する 
「⾦ 物 マスター」に登 録 した端 部 接 合 ボルトを納 まりに合 わせて配 置 します。 

 
 
 

４、加 工 生 成 を実 ⾏ する 
〔自 動 生 成 －加 工 〕を実 ⾏ し、加 工 を決 定 します。 
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《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 
１、端 部 ボルト接 合 に使 ⽤ するボルトを登 録 する 

〔補 助 －マスター編 集 〕の「⾦ 物 マスター」の「大 断 面 、小 断 面 －横 架 材 端 部 」で端 部 接 合 ボルト
を登 録 します。 
※ 端 部 ボルト接 合 は 90°直 ⾏ 材 に対 しては使 用 できません。 
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⑨ 

オフセット（＋値） オフセット（－値） 

《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 

＜上 から⾒ た図 (⽕ 打 ち)＞ ＜側 ⾯ から⾒ た図 (⽕ 打 ち)＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜側 ⾯ から⾒ た図 (⽅ 杖 )＞ 
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取付レベル（＋値） 

⑧ 
⑤ 

深さ（＋値） 

深さ（－値） 

⑤で決めた取付レベル 



NETEAGLE 4 

 

《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 

＜側 ⾯ から⾒ た図 (登 梁 )＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜上 から⾒ た図 (登 梁 )＞ 
 
 
 
 
 
 
① 名 称 ︓端 部 ボルト接 合 に使 用 する⾦ 物 の名 称 を直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
② 接 合 タイプ︓⾦ 物 追 加 時 に「ボルト接 合 」を選 択 すると接 合 タイプは変 更 できません。 

③  形 状 タイプ︓形 状 タイプを「固 定 」「計 算 」から選 択 します。 

・固 定 ︓⾦ 物 配 置 時 に基 準 となる点 を設 定 します。 

⾦ 物 配 置 時 の基 準 位 置 は「内 側 」「芯 」「外 側 」または「上 面 」「芯 」「下
面 」から選 択 します。 

・計 算 ︓⼊ り込 み⻑ を考 慮 し、ボルト基 準 位 置 が決 定 します。 

④  ⼊ り込 み⻑ ︓形 状 タイプが「計 算 」タイプの場 合 に、⼊ り込 み⻑ さを直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 

⑤  取 付 レベル︓取 付 レベルを直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
⑥ クリアランス︓⾦ 物 配 置 時 の部 材 同 ⼠ のクリアランスを直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
⑦ ボルトタイプ︓使 用 するボルトタイプを設 定 します。 

設 定 したボルトタイプから使 用 箇 所 に合 わせてボルトが自 動 で決 定 されます。 
⑧ 深 さ︓深 さを直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
⑨ オフセット︓オフセットを直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
⑩ 径 ︓径 を直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 
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《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 
３、加 ⼯ 位 置 に端 部 接 合 ボルトを配 置 する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①    をクリックするか、〔⼊ ⼒ －⾦ 物 〕をクリックします。 

② 「⾦ 物 」の画 面 が表 ⽰ されます。「配 置 」をクリックし、⾦ 物 を選 択 します。 

③ 「⾦ 物 配 置 」の画 面 が表 ⽰ されます。 

配 置 するボルト接 合 ⾦ 物 の設 定 を⾏ います。 

・基 準 位 置 ︓配 置 するボルトの基 準 位 置 を「内 側 」「芯 」「外 側 」から選 択 します。 

・オフセット︓基 準 位 置 が「内 側 」「外 側 」の場 合 のオフセット量 を直 接 ⼊ ⼒ で指 定 します。 

・座 彫 り︓相 ⼿ 材 の座 彫 りの「なし」「あり」を選 択 します。 

④ ①点 で⾦ 物 を配 置 する材 をクリックします。 
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《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 

＜断 ⾯ 編 集 モード＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①    をクリックするか、〔⼊ ⼒ －⾦ 物 〕をクリックします。 

② 「⾦ 物 」の画 面 が表 ⽰ されます。 

③ 「⾦ 物 配 置 」の画 面 が表 ⽰ されます。 

配 置 するボルト接 合 ⾦ 物 の設 定 を⾏ います。 

・基 準 位 置 ︓配 置 するボルトの基 準 位 置 を「上 面 」「芯 」「下 面 」から選 択 します。 

・オフセット︓基 準 位 置 が「上 面 」「下 面 」の場 合 のオフセット量 を直 接 ⼊ ⼒ で設 定 します。 

・座 彫 り︓相 ⼿ 材 の座 彫 りの「なし」「あり」を選 択 します。 

④ ①点 で⾦ 物 を配 置 する材 をクリックします。 
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《 XF15 》 
 端 部 ボルト接 合 の追 加 （⽕ 打 、⽅ 杖 、登 梁 端 部 ） 
 

・形 状 タイプが「固 定 」のボルト接 合 ⾦ 物 配 置 時 の基 準 位 置 について 
 

＜上 から⾒ た図 (⽕ 打 ち)＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜側 ⾯ から⾒ た図 (⽅ 杖 ・登 梁 )＞ 
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